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発行人　綾　井　祐　一

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
表
彰
及
び
感
謝
状
の
伝
達
式

県
民
会
議
　
柏
木
元
事
務
局
長
　
阿
部
前
事
務
局
長
の
功
績
評
価

図
り
、
青
少
年
の
啓
発
事
業
を

推
進
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
県
民
会
議
の

小
島
健
一
会
長
が「
青
少
年
及

び
教
育
関
係
者
に
対
す
る
啓
発

等
を
通
じ
た
運
動
に
励
ま
れ
て

き
た
。」
な
ど
と
功
績
を
評
価
。

柏
木
氏
に
、
北
方
領
土
問
題
対

策
協
会
（
諸
星
衛
理
事
長
）
の

令
和
三
年
度
北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
表
彰
及
び
感
謝
状
の

伝
達
式
が
二
〇
二
一
年
十
一
月

八
日（
月
）、
神
奈
川
県
庁
新
庁

舎
の
神
奈
川
県
議
会
議
長
応
接

室
で
行
わ
れ
、
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

（
以
下「
県
民
会
議
」と
い
う
。）

の
柏
木
教
一
元
事
務
局
長（
前

連
合
神
奈
川
会
長
、
前
神
奈
川

県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議

副
会
長
）
に
表
彰
状
が
、
阿
部

嘉
弘
前
事
務
局
長（
連
合
神
奈

川
副
事
務
局
長
）に
感
謝
状
が

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。

同
表
彰
は
、
全
国
で
北
方
領

土
問
題
な
ど
の
解
決
促
進
に
貢

献
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個

人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
。
当
県

民
会
議
関
係
者
が
表
彰
さ
れ
る

の
は
、
個
人
で
は
、
平
成
十
二

年
の
白
石
副
会
長
以
来
、
実
に

二
十
一
年
ぶ
り
の
快
挙
で
あ

り
、
感
謝
状
の
贈
呈
は
今
回
が

初
め
て
。

柏
木
氏
は
、
平
成
二
十
四
年

五
月
、
神
奈
川
県
北
方
領
土
問

題
教
育
者
会
議
（
以
下
「
教
育

者
会
議
」と
い
う
。）の
設
立
に

当
た
り
、
準
備
会
、
設
立
総
会

の
運
営
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
設
立
か
ら
令
和
元
年

十
一
月
ま
で
の
七
年
五
か
月
の

間
、同
会
議
の
副
会
長
と
し
て
、

北
方
領
土
に
関
す
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
（
以
下
「
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
」と
い
う
。）の
作
品
募
集

を
実
施
す
る
な
ど
、
青
少
年
及

び
教
育
関
係
者
に
対
す
る
啓
発

等
を
通
じ
た
運
動
の
担
い
手
と

し
て
の
後
継
者
育
成
の
強
化
に

励
ま
れ
て
き
た
。
阿
部
氏
は
、

「
二
〇
一
九
年
度　

北
方
四
島

交
流
ロ
シ
ア
人
青
少
年
受
入
事

業
」を
本
県
で
実
施
す
る
に
当

た
り
、
県
内
の
受
入
可
能
校
の

選
定
、
事
前
調
整
に
御
尽
力
い

た
だ
く
な
ど
、
北
方
四
島
在
住

の
ロ
シ
ア
人
青
少
年
と
本
県
の

大
学
生
・
中
学
生
と
の
交
流
を

伝
達
式
終
了
後
、
会
長
と
柏

木
氏
な
ど
、
伝
達
式
の
参
加
者

に
よ
る
歓
談
が
行
わ
れ
た
。

小
島
会
長

「
い
ろ
い
ろ
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
県
議

会
議
員
を
十
九
年
や
っ
て
お
り

ま
す
。
領
土
教
育
・
領
土
問
題

を
本
会
議
で
一
番
多
く
取
り
上

げ
た
の
は
私
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
尖
閣
諸
島

に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
北
方
領
土
に
は
、
近
く

に
も
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
青

少
年
の
交
流
の
場
に
も
行
き
た

い
と
思
い
な
が
ら
も
、
な
か
な

か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。是
非
、

し
っ
か
り
領
土
教
育
と
い
う
も

の
を
、
北
方
領
土
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
、
教
育
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

柏
木
氏

「
や
は
り
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
北
方
領
土
問
題
が
歴
史

の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
埋

も
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
良

く
な
い
の
で
、
未
来
を
知
る
と

い
う
意
味
で
は
、
北
方
領
土
問

題
を
し
っ
か
り
、
何
が
ど
う
な

っ
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
際

交
流
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
見
て

い
る
と
、
現
在
、
北
方
四
島
に

は
ロ
シ
ア
人
が
定
住
し
て
い
る

な
か
、
北
方
領
土
問
題
を
平
和

裏
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
主
張
が
非
常
に
多
い

で
す
。
具
体
に
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
納
得
い
く
形
で
若
い
世
代
が

し
っ
か
り
胸
襟
を

開
い
て
話
し
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
あ
っ
た
こ
と

は
変
え
よ
う
が
な

い
の
で
、
そ
こ
で

あ
あ
だ
の
こ
う
だ

の
と
言
っ
て
も
な

か
な
か
無
理
で
す

よ
と
い
う
子
ど
も

た
ち
の
声
は
非
常

に
多
い
で
す
。
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
に

関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
、
き
っ
と
、

次
の
時
代
に
は
、
何
ら
か
の
解

決
策
を
見
つ
け
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
期
待
を
す
ご

く
感
じ
ま
し
た
。」

四し

島ま

の
か
け
橋
も
本
号
で
ち

ょ
う
ど
七
十
号
に
な
り
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
第
一
号
の
発
刊

が
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
五
日

で
あ
り
、
年
に
二
回
の
発
刊
で

す
の
で
、
本
号
で
三
十
六
年
目

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
創

刊
号
を
み
る
と
、「
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会

議
は
、
第
三
回
総
会
を
六
月
十

六
日
（
火
）
午
後
二
時
よ
り
同

三
時
ま
で
、
横
浜
市
中
区
本
町

一
丁
目
六
番
地「
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
」一
階
一
号
室
に
加

盟
四
十
団
体
代
表
を
集
め
、
昭

和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
、
同

決
算
報
告
を
承
認
す
る
と
と
も

に
、
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計

画
、
同
決
算
報
告
を
全
会
一
致

で
承
認
。
任
期
（
二
年
）
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
た

に
、
神
奈
川
県
議
会
議
長
の
相

馬
元
治
氏
が
、
会
長
に
信
任
さ

れ
た
。」
と
の
記
載
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
当
時
事
務
局
次
長

で
あ
っ
た
蓮
見
勇
さ
ん
執
筆
の

編
集
後
記
を
み
る
と
、「
昭
和

表
彰
状
を
、
阿
部
氏
に
、
感
謝

状
を
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
た
。

柏
木
氏
は
「
国
家
意
識
や
、

領
土
意
識
、
さ
ら
に
は
歴
史
認

識
、
そ
し
て
、
未
来
を
ど
う
見

据
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
重
要
だ
と
い
う
思
い
か

ら
、
当
時
、
県
教
育
長
を
は
じ

め
と
す
る
県
教
育
委
員
会
の
御

協
力
を
得
て
、
教
育
者
会
議
を

設
立
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
啓

発
が
行
き
届
く
よ
う
な
取
組

を
、
教
育
者
会
議
、
県
民
会
議
、

県
教
育
委
員
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の

力
の
中
で
、
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。」
と

話
し
た
。
阿
部
氏
は
「
森
正
明

県
議
会
議
員
が
、
県
民
会
議
会

長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
際
、「
目

で
見
る
北
方
領
土
」に
参
加
さ

れ
、
根
室
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
こ
と
が
大
変
思
い
出
深

い
。
後
世
に
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
を
つ
な
い
で
い
き
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
組
織
と
し
て

も
、
個
人
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。」と
話
し
た
。

六
十
年
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

横
浜
市
中
区
山
下
町
一
一
三
ノ

一「
か
な
が
わ
社
会
保
険
セ
ン

タ
ー
」
に
於
い
て
、
そ
れ
ま
で

に
設
立
趣
旨
に
賛
同
を
得
た
県

内
四
〇
諸
団
体
の
代
表
の
方
々

に
お
集
ま
り
願
い
、設
立
総
会
・

県
民
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
こ

こ
に
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
県
民
会
議
の

新
聞
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
、

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
設
立
に

至
る
ま
で
の
経
過
や
、
今
日
ま

で
の
足
跡
を
た
ど
る
の
も
意
義

が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
、
と

い
う
観
点
か
ら
創
刊
号
「
四し

島ま

の
か
け
橋
」
を
発
行
い
た
し
ま

し
た
。「
四し

島ま

の
か
け
橋
」
と

名
付
け
た
の
は
、
何
年
先
に
な

る
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
北
方
領

土
が
何い

日つ

の
日
に
か
祖
国
に
帰

る
日
を
願
っ
て
、
本
土
と
北
方

四
島
の
「
か
け
橋
」
が
納
沙
布

岬
に
在
る
よ
う
に
、
私
た
ち
県

民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
橋
を
支

え
よ
う
、
橋
に
成
ろ
う
と
い
う

意
味
で
「
四し

島ま

の
か
け
橋
」
と

し
ま
し
た
。
当
分
の
間
は
、
年

に
一
～
二
回
程
度
の
発
行
に
な

る
で
し
ょ
う
が
、
第
二
号
か
ら

は
会
員
の
み
な
さ
ん
の
投
稿
を

是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
蓮
見
）」
と
結
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、「
四し

島ま

の
か
け
橋
」

第
二
号
昭
和
六
十
三
年
一
月
一

日
発
行
に
は
、「
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
新

規
視
察
研
修
事
業
と
し
て
、「
目

で
見
る
北
方
領
土
の
旅
」
を
企

画
し
、
会
員
及
び
一
般
県
民
計

四
十
四
名
の
参
加
を
得
て
、
去

る
十
月
十
五
日
か
ら
同
十
八
日

の
三
泊
四
日
の
行
程
で
、
北
海

道
東
部
を
巡
り
、
無
事
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と

の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事

業
は
欠
か
す
こ
と
な
く
令
和
元

年
ま
で「
目
で
見
る
北
方
領
土
」

と
し
て
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
及
び
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
関
係
で
一
時
中
断
し
て
い
ま

す
。
同
紙
に
は
、
第
三
回
「
北

方
領
土
」神
奈
川
県
民
大
会
に

つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
大
会
を
振
り
返
る
と
、

約
二
二
〇
名
の
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
、
映
画「
約
束
」（
こ
の

映
画
は
広
報
用
と
し
て
昭
和
五

十
六
年
北
方
領
土
問
題
対
策
協

会
が
製
作
し
た
も
の
で
、
日
露

通
好
条
約
締
結
の
地
で
あ
る
伊

豆
下
田
を
舞
台
に
、
北
方
領
土

の
歴
史
、
条
約
の
締
結
等
を
通

じ
た
国
家
間
の
信
義
な
ど
を
綴

っ
た
映
画
で
あ
る
。）
を
鑑
賞

後
、
同
映
画
に
愛
嬢
と
と
も
に

主
演
し
た
俳
優
、
川
津
祐
介
氏

よ
り
、「
私
と
北
方
領
土
の
で

あ
い
」
と
称
し
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
川

津
氏
は
、「
幾
度
か
ソ
連
を
訪

ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を

通
じ
て
言
え
ば
ソ
連
の
人
々
も

同
じ
血
の
通
っ
た
人
間
で
あ
っ

た
。
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に

は
力
の
対
決
に
よ
ら
ず
、
あ
く

ま
で
も
平
和
的
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」と
の「
民
間
外

交
」、「
民
間
交
流
」
を
通
じ
て

の
、
北
方
領
土
問
題
へ
の
所
感

が
述
べ
ら
れ
た
。
私
も
同
講
演

を
聴
き
、
北
方
領
土
へ
の
認
識

と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
過
去
の「
四し

島ま

の
か
け
橋
」
を
振
り
返
る
と
、

本
紙
の
誕
生
秘
話
や
視
察
研
修

事
業
「
目
で
見
る
北
方
」
の
第

一
回
目
の
様
子
が
わ
か
り
、
ま

さ
に
本
紙
が
県
民
会
議
の
歴
史

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
県
民
会
議
の

事
業
で
す
が
、
昨
年
に
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

県
民
大
会
な
ど
一
堂
に
集
ま
っ

て
の
事
業
は
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
S
N
S
に
よ
る
パ
ネ
ル
展

の
開
催
模
様
の
発
信
や

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
を
使
っ

た「
北
方
領
土
セ
ミ
ナ
ー 

二
〇

二
一 

I
N 

か
な
が
わ
」
の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
県
民
大
会
も
今
後
の
様
子

を
見
な
が
ら
開
催
で
き
れ
ば
良

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。（綾

井
）

歓
談

2022

左から柏木氏、小島会長、阿部氏

左から香川国際文化観光局長、綾井理事、
柏木氏、小島会長、阿部氏、檜垣事務局長



二
〇
二
一
年
十
一
月
十
二
日

（
金
）、「
北
方
領
土
セ
ミ
ナ
ー　

二
〇
二
一 
I
N 
か
な
が
わ
」

を
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
例

年
十
一
月
に
開
催
し
て
い
る

「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神

奈
川
県
民
大
会
」
に
代
え
、
セ

ミ
ナ
ー
形
式
で
会
場
へ
の
参
加

人
数
を
絞
り
、
Y
o
u
T
u

b
e
生
配
信
を
す
る
と
い
う
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

主
催
者
の
小
島
会
長
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
黒
岩
祐
治
神
奈

川
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

動
画
が
放
映
さ
れ
た
。
黒
岩
知

事
か
ら
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン

バ
ッ
ジ
の
紹
介
と
と
も
に
、
元

島
民
の
現
状
を
踏
ま
え
、
返
還

運
動
の
機
運
を
高
め
て
い
こ
う

と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
、
当
県
民
会
議
の
活
動
へ
の

敬
意
と
今
後
の
運
動
へ
の
激
励

を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
野
付
半
島
か
ら
望

む
国
後
島
、
北
方
四
島
交
流
セ

ン
タ
ー
（
ニ
・
ホ
・
ロ
）
の
館

内
展
示
の
解
説
、
小
田
嶋
北
方

館
館
長
に
よ
る
北
方
館
館
内
、

同
館
周
辺
の
納
沙
布
岬
、
四し

島ま

の
か
け
橋
、
祈
り
の
火
な
ど
の

案
内
か
ら
構
成
さ
れ
る
、「
根

室
か
ら
見
る
北
方
領
土
ツ
ア
ー

動
画
」
が
放
映
さ
れ
た
。
同
動

画
は
、
例
年
、
県
民
会
議
が
会

員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
、

根
室
市
の「
北
方
四
島
交
流
セ

ン
タ
ー
」
や
「
北
方
館
」
な
ど

を
訪
問
す
る
視
察
事
業
、「
目

で
見
る
北
方
」の
代
替
事
業
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を

ヒ
ン
ト
に
制
作
し
た
も
の
で
あ

る
。次

に
、
Z
o
o
m
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
根
室
市
の
北

方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ニ
・

ホ
・
ロ
）
の
視
聴
覚
室
と
会
場

と
を
中
継
し
、
歯
舞
群
島
多
楽

島
元
島
民
の
河
田
隆
志
氏
か

ら
、
終
戦
直
後
の
ソ
連
兵
上
陸

時
の
島
内
の
混
乱
、
同
氏
が
兄

と
二
人
き
り
で
島
を
脱
出
し
、

根
室
に
向
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

（
講
演
要
旨
別
掲
）

最
後
に
、
同
中
継
に
よ
り
、

北
海
道
根
室
高
等
学
校（
以
下

「
根
室
高
校
」
と
い
う
。）
北
方

領
土
根
室
研
究
会
の
北
壮
矢
さ

ん
及
び
佐
藤
聡
太
さ
ん
に「
北

方
領
土
出
前
講
座
」を
実
施
い

た
だ
い
た
。（
講
演
要
旨
別
掲
）　
　

現
在
、
県
公
式
Y
o
u
T
u

b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
か
な
チ
ャ

（第70号）	 四
し

島
ま

のかけ橋� 2022年1月1日 （土曜日）　 （ 2 ）

編
集
後
記

◇
教
育
者
会
議
で
は
、
今
年
度

も
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、

中
学
生
、
高
校
生
か
ら
三
百
二

十
五
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
十

三
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
を
創
設
し
、
長
年
に
わ

た
り
お
支
え
く
だ
さ
っ
た
元
県

民
会
議
事
務
局
長
で
前
連
合
神

奈
川
会
長
の
柏
木
教
一
氏
に
独

立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対

策
協
会
表
彰
が
授
与
さ
れ
る
な

ど
、
教
育
者
会
議
は
、
全
国
で

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

小
島
健
一
会
長（
神
奈
川
県

議
会
議
長
）に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展　

二
〇
二
一 

I
N 

か
な
が
わ
」

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
と

も
に
、「
北
方
領
土
セ
ミ
ナ
ー　

二
〇
二
一 

I
N 

か
な
が
わ
」

に
て
御
挨
拶
い
た
だ
く
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
手
探
り
の
県
民
会

議
の
広
報
啓
発
活
動
を
お
支
え

く
だ
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
小
島
会
長
、
引
き
続
き
、

県
民
会
議
の
広
報
啓
発
活
動
に

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。�

（
綾
井
）

県
民
会
議
で
は
、

二
月
七
日「
北
方
領
土

の
日
」以
降
、相
鉄
線
・

横
浜
市
営
地
下
鉄
の

車
両
及
び
相
鉄
線
横

浜
駅
で
、
北
方
領
土

に
関
す
る
啓
発
映
像

を
放
映
す
る
。

一
回
三
十
秒
の
Ｃ

Ｍ
が
、
相
鉄
線
は
全

線
で
約
百
七
十
両
の

相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
・
相
鉄
線
横
浜
駅
で

�

北
方
領
土
に
関
す
る
県
民
会
議
の
Ｃ
Ｍ
を
実
施
!!

横浜駅メディア
「相鉄ステーションビジョン」

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月

二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
た
。
こ
の
条
約
で
日
露
両

国
の
国
境
が
平
和
裏
に
定
め
ら

れ
、
北
方
四
島
が
日
本
の
領
土

と
し
て
初
め
て
国
際
的
に
明
確

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
て
、
北
方
領
土
問
題
に

対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方

領
土
返
還
運
動
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、
一
九
八
一
年
一

月
六
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、

二
月
七
日
が「
北
方
領
土
の
日
」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

二
月
七
日
㈪
は

「
北
方
領
土
の
日
」

　掲出場所／市営地下鉄グリーンライン　グリーンビジョン（車内ドア上）

　 放映期間：平成31年2月1日～2月14日

相鉄線車両「トレインビジョン」

「
北
方
領
土
セ
ミ
ナ
ー 

二
〇
二
一
I
N 

か
な
が
わ
」を
開
催
、

Y
o
u
T
u
b
e
生
配
信

ン
Ｔ
Ｖ
」に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
を

公
開
中
な
の
で
、
是
非
、
下
記

U
R
L
又
は
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。

〇�

歯
舞
群
島
多
楽
島
元
島
民
の

河
田
隆
志
さ
ん

　
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
要
旨

終
戦
直
後
、島
民
の
間
で
は
、

ソ
連
兵
に
子
供
が
さ
ら
わ
れ
、

売
り
飛
ば
さ
れ
る
等
の
流
言
飛

語
が
飛
び
交
い
、
混
乱
が
広
が

っ
た
。
ソ
連
軍
上
陸
後
、
島
内

の
日
本
兵
は
投
降
し
、
ソ
連
軍

に
連
行
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

ソ
連
兵
は
、
一
軒
一
軒
の
家
に

土
足
で
上
が
り
込
む
な
ど
し
た

た
め
、
島
民
の
な
か
に
は
、
不

安
に
か
ら
れ
、
島
を
夜
陰
に
乗

じ
て
脱
出
す
る
者
も
出
て
き

た
。
こ
う
し
た
中
、
河
田
さ
ん

の
御
父
様
は
、「
こ
こ
は
日
本

な
の
だ
。
こ
こ
は
多
楽
で
我
々

の
島
な
の
だ
。
ど
こ
に
も
逃
げ

な
い
よ
。
こ

こ
に
ず
っ

と
い
る
よ
。」

と
言
い
、最

後
の
二
軒

と
な
る
ま

で
島
に
と

ど
ま
っ
た
。

島
に
と
ど

ま
る
人
た

ち
も
強
制

送
還
さ
れ

は
じ
め
、河

田
さ
ん
も

御
兄
様
と
た
っ
た
二
人
で
島
を

出
て
、
根
室
に
向
か
う
こ
と
と

な
っ
た
。

御
講
演
後
、参
加
者
か
ら
は
、

「
特
に
若
い
人
た
ち
に
向
け
て
、

一
つ
だ
け
ど
ん
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
か
、
根
室
か
ら

の
思
い
を
含
め
て
、
も
う
一
言

だ
け
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。」
と
の
質
問
が
あ
っ

た
。
河
田
さ
ん
の
お
答
え
は
、

次
世
代
に
北
方
領
土
問
題
を
繋

ぎ
た
い
と
い
う
切
実
な
思
い
に

溢
れ
る
、
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
の
で
、
次
の
通
り
原

文
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

く
。私

、
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
今
、
八
五
歳
で
す
。

元
島
民
は
当
時
一
万
七
千
人
以

上
い
た
ん
で
す
。
今
は
五
千
五

百
人
く
ら
い
し
か
も
う
生
き
て

い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
一

万
七
千
人
以
上
い
た
と
き
に

は
、
ま
だ
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
は
随
分
盛
ん
に
出
来
て
い

た
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ

ん
私
た
ち
は
歳
を
と
っ
て
き

て
、
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
こ
れ

以
上
長
く
、
返
還
要
求
運
動
を

盛
大
に
続
け
て
い
け
な
く
な
る

と
思
っ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

こ
れ
か
ら
は
ど
う
し
て
も
、
返

還
要
求
運
動
は
若
い
人
に
も
や

っ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

返
還
要
求
運
動
は
ど
う
い
う

こ
と
を
や
る
の
だ
と
い
う
御
質

問
も
あ
る
が
、
先
ほ
ど
黒
岩
知

事
が
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た

よ
う
に
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち

で
直
接
交
渉
で
き
ま
せ
ん
。
政

府
に
や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
政
府
の
交
渉
の
下
支
え
を

す
る
、
な
ん
と
か
政
府
の
後
押

し
を
す
る
、
頑
張
っ
て
政
府
に

や
っ
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
こ

と
を
、
お
願
い
す
る
運
動
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
を
一
生

懸
命
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
ど
う
ぞ
プ
ー
チ
ン
大

統
領
に
も
分
か
る
よ
う
に
。
今

は
、「
返
せ
、
返
せ
」と
言
う
の

は
ほ
ん
の
一
部
で
は
な
い
か

と
、
日
本
全
部
で
や
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と

軽
く
見
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
日
本
の
人
た
ち
が
、
大
多

数
が
、
返
還
要
求
運
動
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
に
も
分
か
っ
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

全
国
の
若
い
皆
様
に
も
是
非
参

加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。こ
う
い
う
こ
と
を
、

今
、
私
は
思
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
根
室
高
校

　
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
要
旨

根
室
高
校
二
年
の
北
壮
矢
さ

ん
、
佐
藤
聡
太
さ
ん
に
北
方
領

土
出
前
講
座
を
実
施
い
た
だ
い

た
。

北
さ
ん
か
ら

は
、
北
方
領
土

が
江
戸
時
代
か

ら
他
国
に
先
駆

け
て
祖
先
が
開

拓
し
て
き
た
土

地
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
他
国

の
土
地
と
な
っ

た
こ
と
の
な
い
、

ま
さ
に
、
我
が

国
固
有
の
領
土

で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
北
方
領

土
問
題
の
歴
史
的
背
景
を
交
え

発
表
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
北

方
領
土
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

「
ク
リ
ル
諸
島
社
会
経
済
発
展

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
一
，
四

〇
〇
億
円
超
の
開
発
が
進
め
ら

れ
、
自
然
環
境
の
破
壊
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
発

表
い
た
だ
い
た
。

佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、
返
還
要

求
運
動
に
つ
い
て
北
方
領
土
根

室
研
究
会
の
活
動
と
あ
わ
せ
て

発
表
い
た
だ
い
た
。
返
還
要
求

運
動
の
活
動
は
、
今
回
の
出
前

講
座
の
ほ
か
、
地
元
の
F
M
ラ

ジ
オ
で
「
根
室
高
校
北
方
研　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
」

と
い
っ
た
放
送
を
す
る
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
と
の
こ
と
。な
お
、

こ
の
番
組
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
全
国
で
聴
く
こ
と

が
で
き
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

是
非
、お
聴
き
い
た
だ
き
た
い
。

発
表
後
、
参
加
者
か
ら
は

「
研
究
会
に
入
ら
れ
た
き
っ
か

け
と
、
活
動
を
通
し
て
一
番
伝

え
た
い
こ
と
を
教
え
て
ほ
し

い
。」と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
北

さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
の
回
答
は
そ

れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
。

北
さ
ん

「
今
回
の
講
座
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
人
に
こ
の
北
方
領

土
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
講
演
を
行
う
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
北
方
領

土
が
、
今
、
ど
の
よ
う
な
扱
い

を
受
け
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
う
い

う
も
の
が
な
い
と
、
や
は
り
、

話
題
に
も
上
が
ら
な
く
な
っ

て
、
北
方
領
土
問
題
が
風
化
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
自

分
は
考
え
て
い
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
活
動
を
自
分
た
ち
が
積

極
的
に
行
っ
て
い
っ
て
、よ
り
、

北
方
領
土
が
身
近
な
存
在
に
な

る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
部
活
に
入

っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
は
中

学
校
の
頃
か
ら
生
徒
会
と
し
て

北
方
領
土
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

興
味
を
も
っ
て
、
根
室
高
校
の

北
方
領
土
根
室
研
究
会
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

佐
藤
さ
ん

「
ま
ず
、
一
番
伝
え
た
い
こ

と
は
北
方
領
土
の
現
状
に
つ
い

て
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と

で
す
。
部
活
に
入
っ
た
き
っ
か

け
は
、
自
分
も
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
北
方
領
土
に
近
い
と
こ

ろ
だ
か
ら
、
北
方
領
土
に
つ
い

て
は
な
ん
と
か
し
な
い
と
い
け

な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
北
方
領
土
の
現
状

や
そ
う
い
う
歴
史
や
地
理
的
な

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ

の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
上

で
、
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
、
な
ん
と
か
返
還
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。」

手
を
繋
ぎ
　
返
還
願
う
　
大
き
な
輪

令
和
三
年
度　

　

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

〈
最
優
秀
賞
〉

京
都
府
宇
治
市
　
河
谷
亜
翔
夢
さ
ん

車
両
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
は
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン（
十
三
編
成
）及
び

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン（
十
六
編
成
）

の
車
両
、
加
え
て
相
鉄
線
横
浜

駅
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

四
面
で
流
れ
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
川
崎
市

各
区
役
所
の
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
や
本
厚
木
駅
の
電

光
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
広
報

を
予
定
し
て
い
る
。

〇会長挨拶
https://www.youtube.com/
watch?v=CB4l2_6stZE

〇知事メッセージ　
https://www.youtube.com/
watch?v=3Ssa8hZSDo8　

〇根室高校北方領土根室研究会発表
左が北さん、右が佐藤さん
https://www.youtube.com/watch?v=Jfj4_
uw1X5Y

〇根室から見る北方領土ツアー動画
左は北方館にて解説をされる小田
嶋北方館館長

https://www.youtube.com/
watch?v=AHuW47JjgRk　

〇元島民講演
https://www.youtube.com/
watch?v=iFW1uyEaJfs　


